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消防
火災 救急

飛騨市

その他
（管外出動）

前月比

交通事故
人身交通事故 物 損

交通事故件数 死者 傷者
累計
昨年
増減

飛騨警察署管内（平成28年１月１日からの累計）
※人身事故件数、負傷者数、物損事故件数は速報値　

人口
男 女 計 世帯数

出　　生
死　　亡

転　入
転　出

（７月31日現在） の状況（７月31日現在）の動き（８月１日現在 住民登録人口） の状況

　このコーナーでは「ふるさと納税（ふるさと応援寄付金）」のお礼の品
や店舗を紹介します。就職、通学、結婚等で飛騨市外に在住の方がいら
っしゃいましたら、ぜひご紹介ください。
※飛騨市をＰＲする観点から特産品のお返しは市外に住民票のある方に
　限らせていただきます
※詳しくはホームページをご確認ください

笹巻羊羹の表面には笹目が浮かびます

店頭には四季折々の商品が並びます

金田　幸夫さん、洋子さん
真季さん

Ａコース（１万円～２万円未満）
金木戸屋特製～山の香りふるさとの味セット

　満
月
最
中
や
笹
サ
ブ
レ
な

ど
、
数
多
く
の
商
品
が
あ
り
ま

す
が
、
中
で
も
お
す
す
め
は

「
笹
巻
羊
羹
」
で
す
。
地
元
で

採
れ
た
熊
笹
を
使
用
し
、
直

接
、
羊
羹
液
を
流
し
込
み
作
っ

て
い
ま
す
。
涼
し
げ
な
見
た
目

や
ほ
の
か
な
笹
の
葉
の
薫
り
、

そ
し
て
上
品
な
甘
さ
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
、
お
す
す
め
の

一
品
で
す
。

　ま
た
、
秋
に
は
栗
よ
せ
や
栗

羊
羹
、
冬
に
は
杵
つ
き
餅
な

ど
、
旬
の
素
材
を
使
用
し
た
商

品
を
販
売
し
、
季
節
感
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も

も
ち
ろ
ん
、
お
中
元
や
お
歳
暮

に
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
上
記

の
コ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
季
節

に
応
じ
商
品
を
年
数
回
お
届
け

す
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
一
考
く
だ
さ
い
。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/

ふるさと応援寄付金

至高の一品

第４回

（株）金木戸屋
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災害から地域を守る消防団 特集

■
消
防
団
と
は

　
消
防
団
は
、
火
災
や
大
規
模
災
害

発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場

へ
駆
け
つ
け
、
そ
の
地
域
で
の
経
験

を
生
か
し
た
消
火
・
救
助
活
動
を

行
う
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
す
。

　
そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に

は
全
身
と
な
る
火
消
組
織
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。時
代
と
と
も
に
、

名
称
な
ど
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　
消
防
組
織
の
一
翼
を
担
う
消
防

団
の
活
動
は
、
災
害
現
場
で
の
消
火

活
動
を
は
じ
め
、
避
難
誘
導
、
各
家

庭
の
防
火
指
導
、
巡
回
広
報
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。団
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、
消
防

団
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
防
災
対
策
の「
３
助
」

　
防
災
対
策
に
は
「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

自
助
＝
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ

　
　
　
と

共
助
＝
家
族
や
企
業
、地
域
の
コ

　
　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
共
に
助
け

　
　
　
合
う
こ
と

公
助
＝
行
政
に
よ
る
救
助
・
支
援

　
災
害
時
に
は
、
こ
の
３
つ
の
連
携

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

■
団
員
数

　
飛
騨
市
消
防
団
に
は
、
消
防
団
員

と
災
害
支
援
団
員
が
所
属
し
て
い

ま
す
。

　
災
害
支
援
団
員
は
主
に
、
災
害
出

動
時
に
限
り
活
動
す
る
も
の
で
、
一

度
退
職
さ
れ
た
消
防
職
員
や
消
防

団
員
Ｏ
Ｂ
が
加
入
し
て
い
ま
す
。社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
災
害
対
応

力
が
手
薄
な
平
日
昼
間
の
消
防
力

を
補
う
た
め
に
、
も
う
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
飛
騨

市
消
防
団
に
は
８
４
７
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。そ
の
内
訳
は
、
消
防

団
員
が
７
１
２
人
、
災
害
支
援
団
員

は
１
３
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
団
員
に
な
る
に
は

　
飛
騨
市
消
防
団
員
に
な
る
た
め

の
条
件
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
市
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
こ
と

②
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

こ
の
３
つ
を
満
た
す
方
は
、
男
女
問

わ
ず
、
ど
な
た
で
も
入
団
で
き
ま

す
。

■
地
域
防
災
の
核「
消
防
団
」

　
自
治
体
に
よ
る「
公
助
」と
、
住
民

の「
自
助
」の
間
に
、
地
域
の「
共
助
」

が
あ
り
、
消
防
団
は
共
助
の
要
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

強
い
使
命
感
と
郷
土
愛
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
日
々
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
飛
騨
市
消
防
団
の
組
織

　
飛
騨
市
消
防
団
は
古
川
、
河
合
、

宮
川
、
神
岡
の
４
方
面
隊
か
ら
構
成

さ
れ
、
そ
の
方
面
隊
ご
と
に
分
団
が

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
団
は
、
女
性
の
み
で
構
成
さ
れ

る
女
性
分
団
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
操
作
す
る
自
動
車
分
団
な
ど
、

地
域
や
機
能
に
応
じ
て
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。（
３
頁
の
図
参
照
）

災害から地域を守る消防団
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災害から地域を守る消防団特
集

■
消
防
団
の
現
状

　
飛
騨
市
消
防
団
の
定
員
は
９
３

０
人
で
、
平
成
28
年
４
月
１
日
の
団

員
数
は
８
４
７
人
、
充
足
率
は
90
％

と
不
足
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
人
口

減
少
が
著
し
い
地
域
で
は
、
団
員
数

も
減
り
、
消
防
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
方
向
性
と
対
応
策

　
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団

を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
も
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

①
啓
発
活
動

　
広
報
誌
な
ど
を
通
し
て
、
消
防
団

活
動
の
重
要
性
を
広
く
市
民
に
啓

発
し
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す
。ま
た
、

飛
騨
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
導
入
し
、
事
業
所
等
に
対
し

て
も
、理
解
を
深
め
ま
す
。

②
車
両
・
設
備
の
更
新

　
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
車
両
及
び

小
型
ポ
ン
プ
の
更
新
を
進
め
、
地
域

防
災
力
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま

す
。

③
組
織
の
統
廃
合

　
人
口
減
少
等
に
よ
る
組
織
の
見

直
し
・
統
廃
合
を
検
討
し
、
消
防
力

の
低
下
を
防
ぎ
ま
す
。

■
操
法
大
会
で
腕
を
磨
く

　
市
内
の
消
防
団
組
織
で
は
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
、
消
防

団
活
動
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

「
飛
騨
市
消
防
操
法
大
会
」
が
６
月

12
日
に
、
古
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
４
方
面
隊
か
ら
30

チ
ー
ム
が
参
加
。今
回
は
小
型
ポ
ン

プ
操
法
で
行
わ
れ
、
団
員
が
ホ
ー
ス

を
延
ば
し
、
火
に
見
立
て
た
標
的
に

放
水
す
る
ま
で
の
時
間
や
正
確
性
、

規
律
性
な
ど
を
競
い
、
腕
を
磨
き
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
河
合
方
面
隊
第
３

分
団
が
優
勝
し
、
８
月
７
日
に
多
治

見
市
で
開
催
さ
れ
る
第
65
回
岐
阜

県
消
防
操
法
大
会
に
飛
騨
市
消
防

協
会
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

準
優
勝

古
川
方
面
隊
第
４
分
団
第
２
部

３
位

古
川
方
面
隊
第
１
分
団
第
１
部

優
秀
選
手
賞

指
揮
者
：
鈴
木
宏
邦（
河
合
）

１
番
員
：
小
枝
泰
浩（
古
川
）

２
番
員
：
谷
口
稔
也（
宮
川
）

３
番
員
：
水
川
洋
介（
河
合
）

■飛騨市の防災体制
　消防本部と消防団の大まかな組織図です。それぞれ
が地域や機能に応じて、組織されています。

優勝　河合方面隊第３分団
　　指揮者　水川耕介
　　１番員　池田健吾
　　２番員　長尾隆司
　　３番員　水川洋介
　　補助員　永田駿員

３ 2016年８月号

題
ろいろい

話のちま

18

ジオ・スペース・アドベンチャー開催
７月16日（土）～17日（日）　神岡鉱山

地下1000㍍の世界を体験

　神岡町の神岡鉱山やスーパーカミオカンデなどを見学する
「ＧＳＡ（ジオ・スペース・アドベンチャー）」が７月16日、17
日の２日間開催され、２日間で全国から約 800 人が参加し
ました。
　参加者はひんやりとした坑内で、神岡鉱山の歴史を学んだ
り、岩盤を砕く大型機械の見学などを行いました。
　また、ニュートリノ観測装置「スーパーカミオカンデ」の見学
も行われ、参加者は最先端の宇宙物理学を学びました。

ユースエール認定で青少年の雇用促進
７月12日（火）　市長室

(株)ユアソフトが県内２社目に認定

認定証を持つ楢木部長（左）と都竹市長

自分の意見を述べる生徒 坑内で大型機械の説明を受ける参加者

吉城高校　現代フォーラム
７月21日（木）　吉城高校

原子力発電の賛否を討論

　吉城高校は７月21日、同校で社会の課題を取り上げて議
論する「第25回現代フォーラム」を行いました。
　今回は「原子力発電のこれから～存続すべきか廃止すべき
か～」をテーマに、２～３年生の男女生徒６人がパネリストと
なり、「日本は地震の多い国なので、原発の危険性は他国より
も高い」「再生可能エネルギーがさらに進歩するまでは、原発
の力を借りないといけないのでは」など賛成・反対の意見を
出し合いました。
　また、フォーラムでは、富山大学理工学研究の教授による
講演も行われました。

大勢の観客の中、行われたロボットプロレス

リングで熱戦を繰り広げる
７月17日（日）　船津座

ロボットプロレス「できんのか！」

　二足歩行ロボットで行われるロボットプロレス「できんの
か！」が７月17日、神岡町の地域交流センター船津座で行わ
れました。
　ロボットプロレスは、2008 年に埼玉県草加市で始まり、
27 回目を迎える今回は地元の飛騨神岡高校ロボット部も参
加しました。
　大会には計９体のロボットが登場。集まった約 250 人はリ
ング上のロボットによるパフォーマンスを楽しみました。

　（株）ユアソフト（神岡町東雲）は、「ユースエール認定」に
認定されたことを受け、７月12日に市長に報告しました。
　同認定は、若者雇用促進法に基づく認定制度で平成27年
10月からスタートしています。育児休暇や有給休暇の取得率
等が認定基準となり、同社は県内で２社目、全国では37社目
に認定されました。
　報告に訪れた同社の楢木仁管理部長は「取り組みが形と
なって現れた。これからも継続したい」と語りました。
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災害から地域を守る消防団

　
災
害
は
、
尊
い
命
や
財
産
を
一

瞬
に
し
て
私
た
ち
か
ら
奪
い
取
り

ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
、
熊
本
県
熊
本

地
方
を
中
心
に
最
大
震
度
７
を
記

録
す
る
大
規
模
な
地
震
が
発
生

し
、
多
く
の
建
物
が
崩
壊
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
方
が
負
傷
さ
れ

ま
し
た
。

　
飛
騨
市
に
お
い
て
も
、
跡
津
川

断
層
に
よ
る
最
大
震
度
７
の
地
震

の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
万

一
の
地
震
の
発
生
に
備
え
て
、
各

家
庭
や
地
域
で
防
災
会
議
を
開
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
集
合
場
所

避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、
子
ど
も
を
迎
え
に
行

く
役
割
な
ど
も
決
め
ま
し
ょ

う
。

●
避
難
経
路

自
宅
か
ら
避
難
場
所
に
向
か
う

経
路
を
地
図
で
確
認
し
、
休
日

に
実
際
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
連
絡
方
法

災
害
時
に
は
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
の
で
、「
災
害
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
」
な
ど
複
数
の
連
絡
方
法

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
や

す
い
の
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や

高
齢
の
方
な
ど
の
「
要
配
慮
者
」
で

す
。

　
突
然
の
災
害
の
場
合
に
備
え
て

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
い
ま
し
ょ

う
。

●
日
々
の
交
流

ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
な
ど
か
ら

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深

め
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
意

思
疎
通
な
ど
が
し
や
す
い
関
係

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
防
災
訓
練
参
加

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
防
災

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

災
害
時
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
な
ど

を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
体
制

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
災
害
時

に
ひ
と
り
で
避
難
す
る
の
は
危

険
で
す
。隣
近
所
で
協
力
し
て
、

複
数
で
避
難
す
る
体
制
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
え
る
よ

う
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
訓
練
の
想
定

　
震
度
７
の
大
規
模
地
震
が

発
生
、市
内
各
地
で
家
屋
の
倒

壊
や
火
災
が
発
生

○
訓
練
に
つ
い
て

　
各
区
・
自
治
会（
自
主
防
災

組
織
）に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難

訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
等
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、地

域
の
訓
練
に
是
非
参
加
く
だ

さ
い
。

○
主
会
場

　友
雪
館

　
メ
イ
ン
会
場
で
は
応
急
手

当
講
習
、
初
期
消
火
訓
練
、
煙

の
中
で
の
避
難
体
験
の
ほ
か
、

木
造
応
急
仮
設
住
宅
の
展
示

を
行
う
予
定
で
す
。メ
イ
ン
会

場
へ
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　※

当
日
は
、
８
：
35
頃
に
エ
リ
ア

メ
ー
ル
の
送
信
訓
練
も
行
い
ま
す

の
で
、
携
帯
電
話
を
お
使
い
の
方
は

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
は
】
自
治
体
が

発
信
す
る
災
害
・
避
難
情
報
な
ど

を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
飛
騨
市
エ
リ
ア
内
の
携
帯

電
話
（
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
）
に
メ
ー
ル
が
一
斉
配
信

さ
れ
ま
す
。

防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う

地
域
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う

飛
騨
市
防
災
訓
練

９
月
４
日（
日
）

　
　8
時
30
分
〜
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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 特
集

非常持ち出し品

－非常時に備えたいアイテム－

５ 2016年８月号

災害から地域を守る消防団

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
の
発

生
直
後
に
震
源
近
く
で
初
期
微
動

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
強
い
揺
れ
が
到

達
す
る
直
前
に
知
ら
せ
る
情
報
で

す
。

　
最
大
震
度
５
弱
以
上
が
推
定
さ

れ
る
場
合
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

市
内
の
同
報
無
線
な
ど
を
通
じ
て

知
ら
せ
ま
す
。緊
急
地
震
速
報
か

ら
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
、

わ
ず
か
数
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

身
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

●
ま
ず
は
身
の
安
全
確
保

丈
夫
な
机
の
下
や
、「
物
が
落
ち

て
こ
な
い
」「
倒
れ
て
こ
な
い
」

「
移
動
し
て
こ
な
い
」
場
所
で
、

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
様
子
を

見
ま
し
ょ
う
。

●
火
元
の
確
認
と
初
期
消
火

火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
落
ち
着

い
て
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
出
口
の
確
保

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
こ
と
を
確

認
し
、
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
避

難
で
き
る
よ
う
出
口
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

●
落
ち
着
い
て
行
動

建
物
の
中
で
は
、
倒
れ
た
家
具

や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
の
破
片

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
危
な
い
場
所
へ
近
寄
ら
な
い

屋
外
で
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た

ら
、
倒
れ
る
危
険
性
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
電
柱
、
自
動
販
売

機
、
橋
な
ど
に
近
寄
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
状
況
に
応
じ
て
避
難

家
屋
の
倒
壊
の
恐
れ
や
、
大
き

な
火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、

避
難
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
に
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
い
る
場
合
は
、

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
正
し
い
情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
行
政
、
消

防
、
警
察
な
ど
信
頼
の
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
の
情
報
を
集
め
、

デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
地
震
速
報

地
震
後
の
行
動

地
震
発
生
後
の
行
動

地
震
直
後
の
行
動

備　蓄　品
●大規模な地震が起こると、電気・ガス・水道などのライフラインの被害により物資供給の停滞が想定されます。災害発
生も自宅にとどまって当面生活することが想定されるため、日頃から自宅で生活する上で必要な物を備えておくことが重
要です。

□レトルト食品（ごはん・おかずなど）・アルファ米
□インスタントラーメン・カップみそ汁
□カセットコンロ
□紙皿・紙コップ・割り箸
□水のいらないシャンプー
□工具セット

□飲料水
□給水用ポリタンク

□簡易トイレ
□ロープ
□長靴

□ティッシュペーパー・ウェットティッシュ
□ラップ
□ビニール袋
□ランタン

●避難した際に、当面必要となる最小限の品を納めた袋が非常持ち出し袋です。非常持ち出し袋の中身は、それぞれ自
分にとって必要な物を考え、準備することが重要です。それらをリュックなどに入れ、玄関の近くや寝室、車の中、物置な
どに配置しておけば、家が倒壊しても持ち出すことができます。

□現金
□保険証
□携帯ラジオ
□ライター・マッチ
□救急箱
□生理用品
□栄養補助食品
□下着・靴下

□印鑑
□懐中電灯　　　　 
□ヘルメット・防災ずきん
□携帯用トイレ
□胃腸薬・便秘薬・持病の薬
□缶詰
□飲料水
□携帯用カイロ

□預金通帳
□免許証
□予備の乾電池
□ナイフ
□処方箋の控え
□乾パン
□アメ・チョコレート
□長袖・長ズボン・防寒着・雨具

避難する時に持ち出す「非常持出品」と、災害直後からの終日の間自足するための「備蓄品」を分けて準備しましょう！！



特
集

「地域」が学びのフィールド！「地域の未来を担うたくましい人材」を育てます！

岐阜県立吉城高等学校
～飛騨から世界を望み、地域社会の持続可能な発展に貢献する～

　吉城高校は「地域に根付いた，地域に愛される，地域に貢献できる学校」を目指しています。分野を大きく【地域観光】【地域福
祉】【地域教育】【地域防災】の4つにまとめ、YCKプロジェクトと称して、地域の方 と々連携した活動を実践しています。地域への関心
を高め、地域の方 と々ともに、地域をよりよくするためにはどうしたらいいのかを考えさせ、地域の未来を担う志を持った、たくまし
い人材を育てていきます。

※高校生向けの講座でお話をしていただける方はご連絡ください（℡0577-73-4555　担当：鈴木）

4月から取り組んだものと、これから取り組んでいく予定の主な活動です。

総合的な学習の時間では、地域で活躍されている方々をお招き
して「地域を知る講座」を開催し、地域課題についての関心を高
め、理解を深める機会を提供しています。

第１回　「未来を拓く　古川祭」　   ５月25日
第２回　「理想のライフスタイル」　６月22日 古川祭保存会の皆さま 板橋智子さん・堅田恒季さん

・英語観光案内ボランティア（下の写真）
・ぼんぼりゆめ街道スタッフ
・飛騨市観光プラン作成（新規）

・国政選挙啓発プロジェクト（新規）
・小学生サイエンス教室（下の写真）
・小中学校学習サポーター

・特別支援学校スマイル広場（上の写真）
・和光園交流会
・ボランティアフェスティバル
・柏葉祭会場案内

・「復興を祈って、被災地の痛みを忘れない！」
　ひまわりプロジェクト（上の写真）
・外来植物オオキンケイギク防除作業
・地学部の研究成果発表会

観光 教育

防災福祉

地元高校は地域の活力！

６

吉城高等学校ホームページ
http:://school.gifu-net.ed.jp/yosiki-hs/

QRコード

お問い合わせ
岐阜県立吉城高等学校
℡0577-73-4555

吉高地域キラメキ（YCK）プロジェクト

連 載 の 庭

企画課 0577-73-6558

がんとタバコ

飛騨の薬草を学ぶ
教養講座

　
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。皆

さ
ん
は
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

　　
が
ん
は
、
現
在
日
本
で
の
死
亡
原

因
の
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。が
ん

の
死
因
の
ト
ッ
プ
は
男
性
が
肺
が

ん
、
女
性
が
大
腸
が
ん
で
す
。し
か

し
、
女
性
の
肺
が
ん
も
死
者
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　
が
ん
の
多
く
は
、
予
防
が
可
能
な

「
生
活
習
慣
病
」で
あ
り
、
年
齢
と
と

も
に
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
喫
煙
習
慣
」は
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん

の
原
因
の
中
で
予
防
可
能
な
最
大
の

原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に

肺
が
ん
は
、男
性
で
70
㌫
、女
性
で
20

㌫
は
喫
煙
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
タ
バ
コ
の
煙
の
中
に
は
、
発
が
ん

物
質
が
数
十
種
類
入
っ
て
い
ま
す
。

発
が
ん
物
質
の
多
く
は
、
細
胞
の
中

の
遺
伝
子
に
作
用
し
、
変
異
を
起
こ

さ
せ
ま
す
。そ
れ
に
が
ん
を
抑
え
る

免
疫
機
能
の
低
下
な
ど
が
合
わ
さ
る

と
細
胞
が
が
ん
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
喫
煙
開
始
年
齢
が
若
く
、
タ
バ
コ

を
吸
う
年
数
が
長
い
、
１
日
に
吸
う

本
数
が
多
い
ほ
ど
、
が
ん
で
死
亡
す

る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
人
を
１
と
す
る
と
、
が

ん
で
死
亡
す
る
割
合
は
男
性
で
２

倍
、
女
性
で
１
．６
倍
高
く
な
り
ま

す
。

　
が
ん
予
防
の
た
め
に
も
、
禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。禁
煙
を
す
れ
ば
す
ぐ
に

が
ん
の
発
症
の
リ
ス
ク
が
下
が
っ
て

き
ま
す
。

　
禁
煙
は
す
る
年
齢
が
若
い
ほ
ど
効

果
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
逆
に
何

歳
で
禁
煙
し
て
も
、
リ
ス
ク
は
下
が

り
ま
す
。

　
喫
煙
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
囲

の
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
の
が
ん
の

発
症
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
や
自
分
の
周
囲
の
人
の
が
ん

を
予
防
す
る
た
め
に
も
禁
煙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
し

て
、
早
期
発
見
の
た
め
に
は
が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
食
卓
に
並
ぶ
頃
に
な
り
ま
し
た

ね
。茹
で
て
そ
の
ま
ま
か
ぶ
り
つ
い
た
り
、醤
油
を
た

ら
し
て
焼
い
た
り
、粒
を
と
っ
て
、コ
ー
ン
ス
ー
プ
や

サ
ラ
ダ
に
入
れ
た
り
と
様
々
な
美
味
し
い
食
べ
方
が

あ
り
ま
す
ね
。そ
の
と
き
に
皮
や
毛
は
ど
う
し
て
い

ま
し
た
か
？
普
通
は
捨
て
ま
す
よ
ね
。

　
村
上
先
生
は
、
今
ま
で
捨
て
て
い
た
と
こ
ろ
に
素

晴
ら
し
い
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。そ
う
な
ん

で
す
！
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
今
ま
で
捨
て
て
い
た
部
分

に
も
実
は
効
能
が
あ
る
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
ょ

う
。

　
で
は
今
ま
で
食
べ
て
い
た
あ
の
粒
の
部
分
は
何
に

も
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
ま
た
村
上
先
生

は
、
種
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
や
効
能
が
多
い
と
言
わ
れ
ま

す
ね
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
あ
の
粒
も
実
は
種
。咳
を
抑

え
、余
分
な
粘
液
や
胆
汁
を
除
き
、精
力
が
付
く
の
で

す
。夏
に
元
気
を
つ
け
る
意
味
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き

た
の
で
す
ね
。で
は
、捨
て
て
い
た
部
分
の
ど
こ
に
そ

ん
な
効
能
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

実
は
皮
と
一
緒
に
絹
の
よ
う
な
毛
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
ね
。知
ら
な
い
で
す
か
？
そ
れ
く
ら
い
普
通
は
皮

と
一
緒
に
捨
て
て
い
た
と
思
い
ま
す
。実
は
あ
の
毛

を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
南
蛮
毛
と
い
う
生
薬
に
な
る

の
で
す
。ぜ
ひ
乾
燥
し
て
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
南
蛮
毛
５
〜
10
㌘
を
６
０
０
㎖
の
水
で
半
分
に

な
る
ま
で
煎
じ
て
飲
め
ば
、
妊
娠
時
の
む
く
み
、
腎

炎
、
膀
胱
炎
、
尿
路
結
石
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

濃
い
煎
液
に
す
る
と
糖
尿
病
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、産
婦
人
科
系
の
諸
病
、月
経
異
常
、低
血
圧
、

高
血
圧
、
神
経
痛
、
胃
痛
、
肩
こ
り
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
だ
け
の
効
能
が
捨
て
て
い
た
毛
の
部
分

に
あ
る
の
で
す
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
毛
は
非
常
に
有

益
な
も
の
と
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

　
先
日
、
韓
国
の
お
土
産
で
と
う
も
ろ
こ
し
の
毛
の

お
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。商
品
名
は
コ
ー
ン
シ
ル

ク
テ
ィ
ー
。効
能
を
考
え
る
と
高
価
な
絹
（
シ
ル
ク
）

の
よ
う
だ
と
例
え
る
の
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。お
茶

は
香
ば
し
く
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
よ
。ぜ

ひ
作
っ
て
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
夏
は
暑
い
の
で
水
分
を
取
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
。そ
の
一
方
で
水
分
を
取
り
す
ぎ
て
む
く
ん

で
し
ま
っ
た
り
、
か
え
っ
て
体
の
内
部
が
冷
え
て
し

ま
う
、と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。水
分
の
摂
取
が
重
要

な
こ
の
時
期
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
毛
を
上
手
く
使
っ

て
摂
取
の
あ
と
の
代
謝
を
高
め
、
夏
バ
テ
知
ら
ず
の

健
康
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

（
村
上
光
太
郎「
薬
草
を
食
べ
る
」よ
り
）

トウモロコシ
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平成26年度　狂犬病予防集合注射の日程について

・環境課
・各振興事務所（環境担当）

0577-73-7482

■注射料金について　（お釣りがいらないようにご協力をお願いします） 

　　　（獣医） 注射手数料      2,600 円
　　　（市） 注射済票交付手数料　　　550 円

　　　　　　　計    　　　　3,150 円

　　　（市）新規登録手数料　3,000 円（初めて犬を登録する方のみ）

■案内ハガキを必ず持参してください（４月下旬頃に発送します）
■糞は必ず持ち帰りましょう

古川地区 神岡地区
時間 集合場所 時間月日月日 集合場所

５月 14 日
（水）

9:00 ～ 9:35 袈裟丸研修ｾﾝﾀｰ

５月 19 日
（月）

8:50 ～ 8:55 和佐保神社
9:50 ～ 10:10 数河緑地管理ｾﾝﾀｰ 9:20 ～ 9:25 伊西神社

10:20 ～ 10:35 末高研修ｾﾝﾀｰ 9:30 ～ 9:35 森茂農協
10:45 ～ 11:15 杉崎ｾﾝﾀｰ 9:40 ～ 9:50 森茂上バス停
11:25 ～ 11:40 太江農業ｾﾝﾀｰ 9:55 ～ 10:00 岩井谷バス停
12:50 ～ 13:05 谷研修ｾﾝﾀｰ 10:05 ～ 10:10 下之本多目的集会所
13:10 ～ 13:25 五ヶ村研修ｾﾝﾀｰ 10:15 ～ 10:20 和佐府 神明神社
13:30 ～ 13:55 黒内研修ｾﾝﾀｰ 10:50 ～ 11:10 老人保健施設たかはら（入口付近）
14:00 ～ 14:10 下野研修ｾﾝﾀｰ 11:15 ～ 11:55 桜ヶ丘体育館
14:15 ～ 14:25 大村公民館 13:00 ～ 13:20 上村コミュニティー
14:30 ～ 14:40 上野公民館 13:25 ～ 13:40 吉田公民館

５月 15 日
（木）

9:00 ～ 9:20 栗原ｾﾝﾀｰ 13:50 ～ 13:55 割石区集会場
9:25 ～ 9:50 朱雀会館 14:05 ～ 14:10 西漆山正眼寺

10:00 ～ 10:05 高野公民館 14:15 ～ 14:20 牧（国道 41 号線沿い）退避場
10:10 ～ 10:15 平岩公民館 14:25 ～ 14:30 茂住　金龍寺
10:20 ～ 10:25 畦畑公民館 14:35 ～ 14:40 横山旧ドライブイン
10:40 ～ 11:00 トレーニングセンター 14:45 ～ 14:50 谷中山公民館
11:05 ～ 11:20 上気多公民館

５月 20 日
（火）

9:00 ～ 9:05 柏原ﾊﾞｽ停
11:25 ～ 11:50 飛騨市役所 9:10 ～ 9:35 旧山田小学校

宮川・河合地区 9:40 ～ 10:10 寺林公民館
時間月日 集合場所 10:20 ～ 10:40 西野町いこいの広場

５月 16 日
（金）

9:00 ～ 9:05 杉原診療所 10:45 ～ 11:05 蟻川児童公園
9:10 ～ 9:15 祢宜ヶ沢上公民館 11:10 ～ 11:55 神岡振興事務所
9:20 ～ 9:25 桑野バス停 13:00 ～ 13:30 神岡消防署裏
9:30 ～ 9:35 戸谷バス停 13:40 ～ 14:00 麻生野公民館
9:40 ～ 9:45 平成橋　塩屋側
9:50 ～ 10:00 打保防災庫

10:15 ～ 10:20 巣之内バス停
10:25 ～ 10:30 西忍 宮川町老人福祉ｾﾝﾀｰ
10:35 ～ 10:50 宮川保育園（前）
11:00 ～ 11:10 大無雁ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
11:15 ～ 11:30 河合振興事務所
11:35 ～ 11:40 上村公民館

13:00 ～ 13:10 羽根高齢者活動
生活支援促進機械施設

13:20 ～ 13:25 レジェンドあすか
13:45 ～ 13:55 稲越多目的研修ｾﾝﾀｰ
14:00 ～ 14:05 ｾｿﾞﾝ稲越
14:10 ～ 14:20 大谷集落ｾﾝﾀｰ

場
版ドイワ

広の報情場
版ドイワ

広の報情
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健康生きがい課 0577-73-2948

予防接種のお知らせ

日本脳炎予防接種については、積極的勧奨を控えていた時期に接種機会を逃した方に特例で接種年齢が延長されてい
ます。日本脳炎予防接種が完了していない方で接種を希望される場合は、医療機関に予約後、接種してください。

特例規定対象者：平成 7 年 4 月 2 日生まれから平成 19 年 4 月 1 日生まれの方
接種が可能な期間：20 歳になるまで（飛騨市に住民票がある方に限ります）
接種時の持ち物：母子健康手帳、日本脳炎予防接種予診票（保護者以外が付き添う場合は委任状の記入が必要）

注）「水ぼうそう」は、今年度秋より１歳 ~３歳程度の幼児は定
　期予防接種になるため、市独自に実施している３歳以上中
　学３年生までの助成は、平成 27 年３月 31 日で助成終了予
　定です。

注）「成人肺炎球菌」については、国で新たな助成事業を行うことから、市
　独自で実施している 75 歳以上を対象とした助成は、平成 27 年３月
　31 日で助成終了予定です。

市では、下記の任意予防接種に対して助成事業を行います。

【任意予防接種申請方法】
医療機関に予約後申請手続きをしてください。

【申請窓口】
古川町保健センター・神岡町保健センター

【接種場所】　飛騨市内委託医療機関
　　　　　　　（その他の医療機関をご希望の方はお問い
　　　　　　 　 合せください）

１期初回
１期追加

２期

回数
２回
１回
１回

標準的な接種年齢
３歳
４歳
９歳

申請時の持ち物：母子健康手帳・印鑑

申請時の持ち物：保険証等で氏名、生年月日が確認できるもの・印鑑
（「風しん」を申請される方は、できるだけご自身の予防接種の記載が
　あるものをご持参ください）

※どこの会場でも注射を受けることができます。都合のよい日時・場所で、注射を受けてください

６～28日までの間隔
初回接種（２回）終了後おおむね１年おく
１期追加終了６日以上あける（おおむね５年おくのが望ましい）

間　　　　　隔

①日本脳炎の予防接種について

②任意予防接種について

■日本脳炎の標準的な接種スケジュール

【小児関係】【成人関係】

種　類 助成限度額
（１回につき）対象年齢 助成

回数種　類

成人肺炎球菌
（23価）

対　象　者 助成限度額
（１回につき）

4,000円１回

助成
回数

（ｱ）接種日時点で75歳以上の方
（ｲ）慢性疾患などで肺炎球菌感染
　　  による危険度が高く医師が必
　　   要と認めた方（ア）または（イ）

※過去５年以内に接種を受けている方は
　補助の対象となりません

風しん 8,000円１回平成２年４月１日以前に生まれた方
（妊婦を除く）

都市整備課　　0577-73-0153
神岡振興事務所（基盤環境水道係）　0578-82-2254

サンアルプ旭F棟
公営住宅

１戸
神岡町殿

木造２階建
２DK

サンアルプ旭Ｂ棟
公営住宅

1戸
神岡町殿
RC６階建

3DK

森茂住宅
特定住宅

（単身用）３戸
神岡町森茂
木造２階建

１K

嶋団地
特定公共賃貸住宅

（世帯用）１戸
河合町角川

木造２階建（車庫付）
３LDK

山之村住宅
公営住宅

１戸
神岡町森茂

木造２階建（車庫付）
２DK

昭和町団地
地域優良賃借住宅

（単身用）1戸
神岡町殿
RC４階建

1DK

林団地
公営住宅

1戸
宮川町林

木造２階建（車庫付）
3DK

市営住宅の入居者を募集します
公募住宅
住宅の種類
募集戸数

所在地
構造・規模

間取り

家賃

敷金
申込期間
入居予定日

家賃の３カ月分
平成26年４月24日～平成26年５月１日

平成26年６月１日

※入居資格について所得等の条件がありますので、詳しくはお問い合わせください

共益費、駐車場使用料別途 共益費、駐車場使用料別途共益費別途
入居者の所得に応じて決定

募
集

おたふくかぜ
水ぼうそう

2,700円
3,500円

満１歳以上中学３年生まで １回

場
版ドイワ

広の報情
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永年にわたり市政発展に貢献された方を表彰する飛騨市表彰式が７月16日、古川町公民館で開かれました。

　永年の功績をたたえ、自治功労者、一般功績者の方へ都竹市長から賞状が授与されました。
　また、今春までに叙位・叙勲・褒章を受章された方々の披露も行われ、同席した市民や来賓から惜しみない拍手が送ら
れました。
　表彰式終了後には「ひとりに一つの天職一芸」と題し、テレビやラジオなどでパーソナリティを行っているシンガーソング
ライターのオカダミノル氏による記念講演が行われ、式典に華を添えました。

お
知
ら
せ
平成28年度飛騨市表彰式

自治功労者表彰
【市長】　井上　久則　　（古川）　
【議員】　籠山　恵美子　（古川）　　山下　博文　（神岡）

　　　　谷口　充希子　（古川）　　天木　幸男　（古川）
【消防】　柚原　孝志　　（古川）

叙位・叙勲受章者披露
【従六位】

　（故）青木　優雄　（古川）
【瑞宝双光章】

　神戸　幸雄　　　（神岡）
【瑞宝単光章】

　細田　輝国　　　（神岡）
【旭日単光章】

　志田　敏江　　　（宮川）
　池田　輝久　　　（古川）
　（故）清水　章一　（神岡）
　（故）森　一郎　　（古川）
　布施　堅　　　　（古川）

褒章受章者披露
【黄綬褒章】

　後藤　芳江　（古川）
【藍綬褒章】

　川嶋　久尚　（古川）
　野道　隆信　（宮川）

一般功績者表彰
【議員】

　内海　良郎　（古川）
　菅沼　明彦　（古川）
　後藤　和正　（古川）

【副市長】
　白川　修平　（古川）

【消防】
　池尾　雄一　（古川）
　泉　　一史　（宮川）
　中林　俊司　（神岡）
　竹田　慎二　（古川）
　廣田　耕作　（古川）
　田近　正樹　（古川）
　原　　博明　（河合）
　橋本　正利　（河合）
　小邑　智幸　（宮川）
　小椋　佳則　（宮川）
　平田　直久　（古川）
　西野　晶夫　（神岡）

【スポーツ】
　水川　政之　（河合）
　中村　輝政　（古川）
　後藤　和正　（古川）
　幅野　満　　（河合）
　竹林　繁孝　（河合）

【交通安全】
　蒲　助四郎　（古川）

【在宅介護】
　新家　寿美子（古川）
　嶋田　武生　（神岡）
　清水　美佐子（古川）

【全国大会入賞】
　根尾　昂　　（河合）
　船坂　友希　（神岡）

【寄付】
　飛騨市森林組合
　　代表理事組合長洞口博（古川）

　株式会社 近代建築社
　　代表取締役 弓削二彩子（東京）

　アルプス薬品工業株式会社
　　代表取締役 牛丸理（古川）

　 松下　輝雄　（神岡）

受賞された方々は次の皆さんです（敬称略）

14

　
飛
騨
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
飛
騨

古
川
で
活
動
し
て
い
る
森
口
明
子
（
も
り
ぐ

ち
あ
き
こ
）
で
す
。出
身
は
大
阪
で
、
以
前
は

東
京
の
飲
料
会
社
で
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、FabCafe H

ida

を
拠
点
に
、

世
界
中
の
建
築
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
誘
致

し
、
飛
騨
の
職
人
の
技
や
知
恵
を
共
有
し
な

が
ら
飛
騨
の
広
葉
樹
を
活
用
し
て
革
新
的
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
、
デ
ジ

タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
も

の
づ
く
り
に
新
た
な
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
な

ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　FabCafe H
ida

は
、
古
川
町
で
最
も
歴
史

の
あ
る
家
屋
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
旧
熊
崎

邸
を
建
築
家
の
中
山
英
之
氏
の
デ
ザ
イ
ン
と

地
元
の
若
手
大
工
さ
ん
の
施
工
に
よ
り
改
築

し
ま
し
た
。江
戸
、
明
治
、
昭
和
の
３
時
代
を

ひ
と
つ
の
空
間
で
体
感
で
き
る
の
が
特
徴
で

す
。　
カ
フ
ェ
で
は
、
豆
に
こ
だ
わ
っ
た
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ー
ヒ
ー
、Fab

パ
フ
ェ
な
ど

の
ス
ウ
ィ
ー
ツ
の
ほ
か
、
木
や
ア
ク
リ
ル
な

ど
様
々
な
素
材
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

刻
印
し
た
り
プ
リ
ン
ト
し
た
り
し
て
思
い
思

い
の
も
の
づ
く
り
を
体
験
で
き
ま
す
。

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、
台
湾
、
日
本
の
建
築
と
デ
ザ
イ
ン
を
専

攻
す
る
学
生
と
教
授
を
招
き
、FabCafe H

ida

を
拠
点
に
３
週
間
に
わ
た
る
デ
ザ
イ
ン
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　「
飛
騨
の
森
林
資
源
を
素
材
に
伝
統
とIoT

（
モ
ノ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
」を
目
的
に
、
組
み
木

や
製
材
の
過
程
、
木
の
特
徴
な
ど
を
学
び
、
社

会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
新
し
い
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
実
作
に
挑
み
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
６
つ
の
試
作
品
が
完
成
。飛

騨
の
人
と
訪
問
客
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
作
ろ

う
と
、
水
力
で
発
電
し
た
電
気
で
ラ
イ
ト
が

つ
き
、
溝
の
存
在
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
ベ
ン

チ
、
地
元
の
情
報
や
歴
史
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
組
み
木
ベ

ン
チ
、
古
材
を
再
利
用
し
3D
プ
リ
ン
タ
ー
で

つ
く
っ
た
組
み
木
を
意
匠
的
に
見
せ
た
生
花

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
な
ど
、
社
会
に
役
立
つ
機
能
、

伝
統
を
新
し
い
形
で
見
せ
る
作
品
な
ど
を
生

み
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
はFabCafe H

ida

で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
５
月
に
設
立
さ
れ
た
（
株
）
飛
騨

の
森
で
ク
マ
は
踊
る
の
事
業
が
地
域
に
と
っ

て
身
近
な
も
の
に
な
る
よ
う
企
業
・
教
育
機

関
の
合
宿
誘
致
、
建
築
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
の
誘
致
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と
開
催
、
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
開
発
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
シ
ョ
ン
、Ｐ

Ｒ
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
日
記

飛
騨
市
内
で
活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

市
内
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
の
創
出
を
図
り
ま
す

飛
騨
市
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！

森
の
楽
し
さ
を
、

　
　
木
の
価
値
を
伝
え
た
い
！

▲旧熊崎邸を改築した FabCafe Hida

▲生花シャンデリアの作品

隊
員

　森
口

　明
子

連 載 の 庭
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お
知
ら
せ
漏水の発見にご協力ください

お
知
ら
せ
９月10日は下水道の日

■水道管の漏水調査について
　市では、大切な水資源を有効に利用するため、水道管の漏水調査を定期的
に実施しています。市から委託した調査員が伺いました際は、調査へのご理解
とご協力をお願いします。

■漏水についての情報提供のお願い
　晴天なのに道路面が濡れていたり、いつも水気の無い所が濡れているな　
ど、水道の漏水と思われるときは、市役所水道課（TEL0577-73-7484）また　
は、各振興事務所へご連絡ください。

■宅内の漏水点検は定期的に！
　漏水は、はじめはわずかでも次第に多くなり、貴重な水が無駄になるばか　
りでなく、料金も高額になりますので、早期発見が大切です。定期的に点検　
をしましょう。

◎漏水の確認方法
１．屋内、屋外のすべての蛇口を閉める。　　　　　　　　　　　　　　
２．水道メーターのパイロット部分（指針）
　  が回転していないか確認する。
３．回転している場合は、漏水の可能性が
　  あります。

（市指定給水装置工事事業者へ連絡し修理
  をお願いします。）

水道課 0577-73-7484 水道課 0577-73-7484

・JAひだ本店営農指導部営農指導課
・農業支援センター

0577-36-3880

　関西圏で大きなシェアを誇る飛騨トマトの産地保護と、後に続く就農者を確保する取り組みの一つとして、古川町信包地
内に開設された飛騨地域トマト研修所の研修生を募集します。

　生活に身近な下水道は、生活環境
の改善・河川の水質の保全等暮らし
の環境づくりに大きな役割を担って
います。
　下水道の使用区域では、水洗便
所、風呂、台所などからの生活排水を
下水道に接続することで、初めて機
能を発揮します。
　住みよい環境づくりのため、接続し
ていない事業者や市民の皆さんに
は、一日も早い接続をお願いします。

※下水道接続工事費について、「資金融資
あっせん助成制度」があります。条件等につ
いては、水道課までお問い合せください

JAひだでは、来年度の飛騨地域トマト研修所の研修生を募集します。

お
知
ら
せ
平成29年度飛騨地域トマト研修所の研修生を募集しています！！

■募集人員　　３人以内
■研修期間　　平成29年４月～平成31年３月まで（２年間）
■応募資格
　①H29.４.１時点で満18歳以上のトマト生産への就農意志がある方
　②普通自動車免許を取得している方
　③研修終了後、飛騨地域内にて就農し、JAへ出荷する方
■受講料　　　無料
■応募締切　　11月30日（水）
■説明会　　　都度行います（事前連絡必要）
■面接選考会　後日詳細連絡予定
■決定通知　　応募者へ個別に連絡します

0577-73-0152

03 8 45.5

今回指示数

パイロット
（漏水がわかります）

～下水道　地球を守る　リサイクル～

下水道マスコットキャラクター

「スイスイ」
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古川町保健センター 0577-73-2948

古川町保健センター
0577-73-2948

高齢者・障害者の人権安心相談
0570-003-110

お
知
ら
せ

蚊は日本脳炎、ジカ熱、デング熱などを
媒介します。蚊に刺されないような工
夫、蚊を発生させないような工夫をし
ましょう。

夏の蚊対策国民運動

相

　
　談

９月５日から９月 11 日まで全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相

談」強化週間に伴い、下記の日程で電
話相談所を開きます。

全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」

９月の国民健康保険特定健診・若者健診
お
知
ら
せ

飛騨市国民健康保険では、40 歳～ 74 歳の方を対象にした特定健診を行ってい
ます。また、若者健診も合わせて行っています。誘い合って受診しましょう。

９月のがん検診
お
知
ら
せ

　市では、がんの早期発見・早期治療のために各種（胃・大腸・肺・子宮・乳）
がん検診を行っています。がん検診を希望する方で、申し込みがお済でない方
は、古川町保健センターへご連絡ください。

市では、肺がん検診としてかく痰検査を希望者に実施します。（検診料は600円）
※かく痰検査をご希望の方は、９月９日（金）までに電話にてお申し込みください
※後日、容器を古川町保健センターまたは神岡町保健センターへ取りにきていただきます

〈対象者〉
　●40歳以上の方で　Ｈ28年度に飛騨市胸部レントゲン検診を受診される方
　●喫煙指数（１日喫煙本数×喫煙年数）が 600以上の方は受診をおすすめします。

※胸部レントゲン検診も同日に行います

～ 大切な　あなたと一緒に　がん検診 ～　
公益財団法人　日本対がん協会　2016 年度のがん征圧スローガン

　蚊が多い場所に行くときは、長
袖・長ズボンを着用し、肌を露出し
ないようにしましょう。

　高齢者、障害者の方で、誰にも打ち
明けることのできない悩みを抱えてお
られる方、どなたでもお気軽にご相談
ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。

■日時　９月５日（月）～11日（日）
8：30～19：00（月～金曜日）
10：00～17：00（土・日曜日）

■相談担当者
・人権擁護委員　・法務局職員

月 日 曜日 会　　場 受付時間

９

６ 火
神岡町保健センター 8：30～10：30

７ 水

８ 木 黒内研修センター 8：30～10：00

９ 金 五ヶ村環境改善センター 8：30～10：00

20 火
神岡町保健センター

8：30～10：30

21 水

28 水
古川町保健センター

29 木

30 金

胃がん・大腸がん・胸部レントゲン検診・肺がん

月 日 曜日 受付会場 受付時間
胸部レントゲン ･ 大腸がん検

診のみ受付

９

1 木 古川町総合保健福祉センター 2 階
（ハートピア古川）

8：30～10：30
女性13：00～13：30

男性13：30～14：00

２ 金

26 月 ふれあいセンター 2 階　　　　
（神岡町ふれあいセンター）27 火

たん

子宮がん検診・乳がん検診・骨粗しょう症検診

月 日 曜日 会場名 受付時間

９

１★ 木
古川町保健センター

９：00～10：30
13：00～14：30

２ 金

26★ 月
神岡町保健センター

27 火

古川町保健センター 0577-73-2948

予防１ 蚊に刺されない工夫

　雨水がたまらないよう、植木鉢
の受け皿や放置した空容器などに
気をつけましょう。

予防２ 蚊を発生させない工夫

▲放置された空容器やタイヤは要注意です

※★は、骨粗しょう症検診あり
※受付時間は、お手元の受診票をご確認ください
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市民児童課 0577-73-7464

学校教育課 0577-73-7494

総務課 0577-73-7461福祉課 0577-73-7483

２つの給付金
９月から申請が始まります

■申請期間　　９月１日（木）～12月１日（木）
■受付時間　　平日　8：30～17：15
■受付場所　　ハートピア古川（福祉課）または各振興事務所
■申請方法　　対象となる方には、案内を送付します。
　　　　　　　必要書類を添えて申請してください。

※お住まいの地域以外で手続きをされ
る場合は、事前に市民児童課までご
連絡ください

※現況届の案内が届いていないなどご
不明なことがありましたら下記まで
お問い合わせください

お
知
ら
せ

「国際平和デー」とは、国際連合が定
めた平和の記念日です。

　国際連合は、すべての国、すべての
人びとにとって共通の理想である国
際平和を記念、推進していく日として、
すべての国連加盟国、国連機関、地域
組織やNGO、そして個人に対して、こ
の日を適切な方法で祝うよう呼びか
けています。
　この機会に、平和の大切さについ
て、今一度、考えてみましょう。

９月21日は国際平和デー
お
知
ら
せ

就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験

やむを得ない事情により義務教育を
修了できなかった方に対して、合格者
には高等学校の入学資格が与えられ
る、国の試験を行います。

現在、児童扶養手当受給資格者（全額
支給停止の方も含む）を対象に現況
届の受付を行っています。
まだ手続きがお済みでない方は、早め
の手続きをお願いします。

■申請期間　８月31日（水）まで

■受付時間　8：30～17：15

■申請場所　市役所、各振興事務所

■受付期間　８月22日（月）
　　　　　～９月９日（金）
　　　　　　（９月９日消印有効）

■試験期日　10月27日（木）

■試験会場　岐阜県総合教育センター

■合格発表　12月５日（月）予定

●口座振替の方は、残高確認をお願
いします。

●納付書で納める方は、納税通知書
に添付されている納付書で納めて
ください。

お
知
ら
せ

児童扶養手当
現況届について

お
知
ら
せ

 市県民税第２期分の納期限は、
８月31日（水）です。

市県民税第２期分の
納期限について

お
知
ら
せ

○トラックやダンプカーなどの燃料
に、灯油や重油が使用されている。

○不審なタンクローリーが出入りして
いる施設がある。など

不正軽油に関する次のような情報が
ありましたら、「不正軽油110番」まで
お寄せください。

県「不正軽油110番窓口」
について

お
知
ら
せ

「不正軽油110番窓口」／
岐阜県飛騨県税事務所

平成28年度
臨時福祉給付金

障害・遺族年金受給者
向け給付金

平成28年度分の住民税が課税されない方 平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者
のうち、平成28年５月分の障害基礎年金や
遺族基礎年金等を受給している方

支給対象者 支給対象者

支給額

１人につき　3,000円

支給額

申請期間等

１人につき　30,000円

（ただし、住民税において、課税者の扶養親族に
なっている方や生活保護の受給者である方など
は除きます。）

（「高齢者向け給付金」（３万円）を受給した方は除きます。）

※支給はどちらの給付金も１回です。
※両方の給付対象者に該当する方は、２つの給付金を受給できます。
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※お住まいの地域以外で手続きをされ
る場合は、事前に市民児童課までご
連絡ください

※現況届の案内が届いていないなどご
不明なことがありましたら下記まで
お問い合わせください

お
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めた平和の記念日です。

　国際連合は、すべての国、すべての
人びとにとって共通の理想である国
際平和を記念、推進していく日として、
すべての国連加盟国、国連機関、地域
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る、国の試験を行います。

現在、児童扶養手当受給資格者（全額
支給停止の方も含む）を対象に現況
届の受付を行っています。
まだ手続きがお済みでない方は、早め
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■受付時間　8：30～17：15
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　　　　　～９月９日（金）
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●口座振替の方は、残高確認をお願
いします。

●納付書で納める方は、納税通知書
に添付されている納付書で納めて
ください。
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８月31日（水）です。
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○不審なタンクローリーが出入りして
いる施設がある。など

不正軽油に関する次のような情報が
ありましたら、「不正軽油110番」まで
お寄せください。

県「不正軽油110番窓口」
について

お
知
ら
せ

「不正軽油110番窓口」／
岐阜県飛騨県税事務所

平成28年度
臨時福祉給付金

障害・遺族年金受給者
向け給付金

平成28年度分の住民税が課税されない方 平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者
のうち、平成28年５月分の障害基礎年金や
遺族基礎年金等を受給している方

支給対象者 支給対象者

支給額

１人につき　3,000円

支給額

申請期間等

１人につき　30,000円

（ただし、住民税において、課税者の扶養親族に
なっている方や生活保護の受給者である方など
は除きます。）
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※支給はどちらの給付金も１回です。
※両方の給付対象者に該当する方は、２つの給付金を受給できます。

募

　
　集
市営住宅入居者募集

・都市整備課
・神岡振興事務所（基盤環境水道係）

0577-73-0153
0578-82-2254

■敷　　金　家賃の３ヵ月分
■申込期間　８月22日（金）～８月31日（木）　■入居予定日　10月１日（土）

公募住宅

種類

募集戸数

所在地

構造・規模

間取り

家賃
共益費、駐車場使用料別途

森茂住宅

特定

（単身用）2戸

神岡町森茂

木造2階建

1K

特公賃

（世帯用）1戸

神岡町殿

RC6階建

3LDK

林団地

公営

（世帯用）1戸

3DK

宮川団地

公営

（世帯用）1戸

2LDK

西忍団地

公営

（世帯用）2戸

宮川町西忍

3LDK

サンアルプ旭Ａ棟

公営

（世帯用）1戸

神岡町殿

RC6階建

2DK

サンアルプ旭Ｃ棟

特公賃

古川町杉崎

RC造5階建

2LDK・1DK

新栄町団地

特公賃

古川町新栄町

S造３階建

3LDK・1K

諏訪田団地Ａ棟

入居者の所得に応じて決定

宮川町林

木造２階建（車庫付）

・税務課
・各振興事務所（税務担当）

0577-73-3742

0577-33-1111（内線292）
c21308@pref.gifu.lg.jp

世帯1戸
単身1戸

世帯1戸
単身2戸

場
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市民児童課 0577-73-7464

学校教育課 0577-73-7494

総務課 0577-73-7461福祉課 0577-73-7483
高岡市都市計画課
0766-20-1411

２つの給付金
９月から申請が始まります

■日時　　９月25日（日）　13：00／開場　13：30／開演
■場所　　飛騨市文化交流センター
■入場料　無料
■応募要領

無料入場券（先着順・指定席）のお申し込みは
「往復ハガキ」のみとし、返信ハガキを指定入場券といたします。

観覧をご希望の方は、市販の往復ハガキに下記のようにご記入のうえ、ご
投函ください。（往復ハガキ１枚で２人分までお申し込みすることができます）
※未就学児不可

■申込期限　８月29日（月）必着
応募多数の場合は抽選といたします。あらかじめご了承ください。
ただし、郵便局の消印の無いハガキや同一氏名による複数申込は無効です。
応募された方には、８月末に返信ハガキでお知らせする予定です。

■申請期間　　９月１日（木）～12月１日（木）
■受付時間　　平日　8：30～17：15
■受付場所　　ハートピア古川（福祉課）または各振興事務所
■申請方法　　対象となる方には、案内を送付します。
　　　　　　　必要書類を添えて申請してください。

※お住まいの地域以外で手続きをされ
る場合は、事前に市民児童課までご
連絡ください

※現況届の案内が届いていないなどご
不明なことがありましたら下記まで
お問い合わせください

飛騨市文化交流センターで自衛隊音楽隊による無料コンサートを開きます。
今回は、兵庫県伊丹市から中部方面音楽隊が登場します。

募

　
　集
陸上自衛隊中部方面音楽隊コンサート入場者募集

■日時　９月24日（土）11：00～21：00
■場所　古川町市街地

　　　メイン会場：まつり広場
■内容

13：00　御蔵稲荷神社例祭
18：30　嫁入り行列出発
20：00　婚礼の儀
11：00～21：00　あきんど村

（まつり広場でバザー）

たいまつに照らされた幻想的なきつ
ねの嫁入り行列が古川の市街地を練
り歩きます。

お
知
ら
せ
飛騨古川きつね火まつり

■対象　　　富山県外にお住いの方
■利用期間　平成29年３月31日まで
■利用料金　無料（アンケート回答必要）

■入庫時間　7：00～23：00
■駐車場所　新高岡駅立体駐車場横

　　　　　の平面敷地
　　　　　（高岡市黒田1804）
※大型車、中型車は駐車できません

■予約方法
利用日の１カ月前～前日までに電
話で予約してください。

■予約専用電話番号
　 0766-50-9838（10：00～18：00）

飛騨地域にお住まいの方が安心して
新高岡駅から北陸新幹線をご利用い
ただけるよう、社会実験として確実に
駐車できる予約専用駐車場ができま
した。

お
知
ら
せ

高岡市から
飛騨地域の方へお知らせ

お
知
ら
せ

「国際平和デー」とは、国際連合が定
めた平和の記念日です。

　国際連合は、すべての国、すべての
人びとにとって共通の理想である国
際平和を記念、推進していく日として、
すべての国連加盟国、国連機関、地域
組織やNGO、そして個人に対して、こ
の日を適切な方法で祝うよう呼びか
けています。
　この機会に、平和の大切さについ
て、今一度、考えてみましょう。

９月21日は国際平和デー
お
知
ら
せ

就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験

やむを得ない事情により義務教育を
修了できなかった方に対して、合格者
には高等学校の入学資格が与えられ
る、国の試験を行います。

現在、児童扶養手当受給資格者（全額
支給停止の方も含む）を対象に現況
届の受付を行っています。
まだ手続きがお済みでない方は、早め
の手続きをお願いします。

■申請期間　８月31日（水）まで

■受付時間　8：30～17：15

■申請場所　市役所、各振興事務所

■受付期間　８月22日（月）
　　　　　～９月９日（金）
　　　　　　（９月９日消印有効）

■試験期日　10月27日（木）

■試験会場　岐阜県総合教育センター

■合格発表　12月５日（月）予定

●口座振替の方は、残高確認をお願
いします。

●納付書で納める方は、納税通知書
に添付されている納付書で納めて
ください。

お
知
ら
せ

児童扶養手当
現況届について

お
知
ら
せ

 市県民税第２期分の納期限は、
８月31日（水）です。

市県民税第２期分の
納期限について

お
知
ら
せ

○トラックやダンプカーなどの燃料
に、灯油や重油が使用されている。

○不審なタンクローリーが出入りして
いる施設がある。など

不正軽油に関する次のような情報が
ありましたら、「不正軽油110番」まで
お寄せください。

県「不正軽油110番窓口」
について

お
知
ら
せ

「不正軽油110番窓口」／
岐阜県飛騨県税事務所飛騨市文化交流センター　ひだ文化村事務局 0577-73-0180

きつね火まつり実行委員会（観光課内）

0577-73-7463

平成28年度
臨時福祉給付金

障害・遺族年金受給者
向け給付金

平成28年度分の住民税が課税されない方 平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者
のうち、平成28年５月分の障害基礎年金や
遺族基礎年金等を受給している方

支給対象者 支給対象者

支給額

１人につき　3,000円

支給額

申請期間等

１人につき　30,000円

（ただし、住民税において、課税者の扶養親族に
なっている方や生活保護の受給者である方など
は除きます。）

（「高齢者向け給付金」（３万円）を受給した方は除きます。）

※支給はどちらの給付金も１回です。
※両方の給付対象者に該当する方は、２つの給付金を受給できます。

往信表面・返信裏面 返信表面・往信裏面

〒509-4221
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古川町保健センター 0577-73-2948

古川町保健センター
0577-73-2948

高齢者・障害者の人権安心相談
0570-003-110

お
知
ら
せ

蚊は日本脳炎、ジカ熱、デング熱などを
媒介します。蚊に刺されないような工
夫、蚊を発生させないような工夫をし
ましょう。

夏の蚊対策国民運動

相

　
　談

９月５日から９月 11 日まで全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相

談」強化週間に伴い、下記の日程で電
話相談所を開きます。

全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」

９月の国民健康保険特定健診・若者健診
お
知
ら
せ

飛騨市国民健康保険では、40 歳～ 74 歳の方を対象にした特定健診を行ってい
ます。また、若者健診も合わせて行っています。誘い合って受診しましょう。

９月のがん検診
お
知
ら
せ

　市では、がんの早期発見・早期治療のために各種（胃・大腸・肺・子宮・乳）
がん検診を行っています。がん検診を希望する方で、申し込みがお済でない方
は、古川町保健センターへご連絡ください。

市では、肺がん検診としてかく痰検査を希望者に実施します。（検診料は600円）
※かく痰検査をご希望の方は、９月９日（金）までに電話にてお申し込みください
※後日、容器を古川町保健センターまたは神岡町保健センターへ取りにきていただきます

〈対象者〉
　●40歳以上の方で　Ｈ28年度に飛騨市胸部レントゲン検診を受診される方
　●喫煙指数（１日喫煙本数×喫煙年数）が 600以上の方は受診をおすすめします。

※胸部レントゲン検診も同日に行います

～ 大切な　あなたと一緒に　がん検診 ～　
公益財団法人　日本対がん協会　2016 年度のがん征圧スローガン

　蚊が多い場所に行くときは、長
袖・長ズボンを着用し、肌を露出し
ないようにしましょう。

　高齢者、障害者の方で、誰にも打ち
明けることのできない悩みを抱えてお
られる方、どなたでもお気軽にご相談
ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。

■日時　９月５日（月）～11日（日）
8：30～19：00（月～金曜日）
10：00～17：00（土・日曜日）

■相談担当者
・人権擁護委員　・法務局職員

月 日 曜日 会　　場 受付時間

９

６ 火
神岡町保健センター 8：30～10：30

７ 水

８ 木 黒内研修センター 8：30～10：00

９ 金 五ヶ村環境改善センター 8：30～10：00

20 火
神岡町保健センター

8：30～10：30

21 水

28 水
古川町保健センター

29 木

30 金

胃がん・大腸がん・胸部レントゲン検診・肺がん

月 日 曜日 受付会場 受付時間
胸部レントゲン ･ 大腸がん検

診のみ受付

９

1 木 古川町総合保健福祉センター 2 階
（ハートピア古川）

8：30～10：30
女性13：00～13：30

男性13：30～14：00

２ 金

26 月 ふれあいセンター 2 階　　　　
（神岡町ふれあいセンター）27 火

たん

子宮がん検診・乳がん検診・骨粗しょう症検診

月 日 曜日 会場名 受付時間

９

１★ 木
古川町保健センター

９：00～10：30
13：00～14：30

２ 金

26★ 月
神岡町保健センター

27 火

古川町保健センター 0577-73-2948

予防１ 蚊に刺されない工夫

　雨水がたまらないよう、植木鉢
の受け皿や放置した空容器などに
気をつけましょう。

予防２ 蚊を発生させない工夫

▲放置された空容器やタイヤは要注意です

※★は、骨粗しょう症検診あり
※受付時間は、お手元の受診票をご確認ください
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お
知
ら
せ
漏水の発見にご協力ください

お
知
ら
せ
９月10日は下水道の日

■水道管の漏水調査について
　市では、大切な水資源を有効に利用するため、水道管の漏水調査を定期的
に実施しています。市から委託した調査員が伺いました際は、調査へのご理解
とご協力をお願いします。

■漏水についての情報提供のお願い
　晴天なのに道路面が濡れていたり、いつも水気の無い所が濡れているな　
ど、水道の漏水と思われるときは、市役所水道課（TEL0577-73-7484）また　
は、各振興事務所へご連絡ください。

■宅内の漏水点検は定期的に！
　漏水は、はじめはわずかでも次第に多くなり、貴重な水が無駄になるばか　
りでなく、料金も高額になりますので、早期発見が大切です。定期的に点検　
をしましょう。

◎漏水の確認方法
１．屋内、屋外のすべての蛇口を閉める。　　　　　　　　　　　　　　
２．水道メーターのパイロット部分（指針）
　  が回転していないか確認する。
３．回転している場合は、漏水の可能性が
　  あります。

（市指定給水装置工事事業者へ連絡し修理
  をお願いします。）

水道課 0577-73-7484 水道課 0577-73-7484

・JAひだ本店営農指導部営農指導課
・農業支援センター

0577-36-3880

　関西圏で大きなシェアを誇る飛騨トマトの産地保護と、後に続く就農者を確保する取り組みの一つとして、古川町信包地
内に開設された飛騨地域トマト研修所の研修生を募集します。

　生活に身近な下水道は、生活環境
の改善・河川の水質の保全等暮らし
の環境づくりに大きな役割を担って
います。
　下水道の使用区域では、水洗便
所、風呂、台所などからの生活排水を
下水道に接続することで、初めて機
能を発揮します。
　住みよい環境づくりのため、接続し
ていない事業者や市民の皆さんに
は、一日も早い接続をお願いします。

※下水道接続工事費について、「資金融資
あっせん助成制度」があります。条件等につ
いては、水道課までお問い合せください

JAひだでは、来年度の飛騨地域トマト研修所の研修生を募集します。

お
知
ら
せ
平成29年度飛騨地域トマト研修所の研修生を募集しています！！

■募集人員　　３人以内
■研修期間　　平成29年４月～平成31年３月まで（２年間）
■応募資格
　①H29.４.１時点で満18歳以上のトマト生産への就農意志がある方
　②普通自動車免許を取得している方
　③研修終了後、飛騨地域内にて就農し、JAへ出荷する方
■受講料　　　無料
■応募締切　　11月30日（水）
■説明会　　　都度行います（事前連絡必要）
■面接選考会　後日詳細連絡予定
■決定通知　　応募者へ個別に連絡します

0577-73-0152

03 8 45.5

今回指示数

パイロット
（漏水がわかります）

～下水道　地球を守る　リサイクル～

下水道マスコットキャラクター

「スイスイ」

図 書 館 に お い で よ 新着図書ピックアップ
一般向けのオススメ

　公園で産み落とされた６匹のねこと
その家族の、命の物語。
　ねこ好きな方も、そうでもない方も、
ブームに乗じてハマっている方も。
　大切なことに気づかされる、柳美里２
年ぶりの新作。

『ねこのおうち』
柳美里／著　河出書房新社

児童向けのオススメ

　電車に乗るのがうれしくてはしゃい
でしまう野菜さんたち。
　でも、電車のなかでは「し～！」。もや
しさんがやさしくマナーを教えてくれま
す。苦手な野菜も好きになれる楽しい
絵本。

『も・や・し～！』
わたなべあや／イラスト　ひかりのくに

場
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■日時　　９月14日（水）
　　　　　13：00 ～ 16：00
■場所　　市役所
※相談をご希望の方は、事前に下記
までご連絡ください。（予約優先）

■相談内容
・遺言、土地建物賃貸借、任意後見
　尊厳死宣言等の公正証書
・会社設立の定款、私文書の署名
　の認証など

■日時　10月１日（土）・２日（日）
　　　　9：00～17：00
■場所　高山公証役場
　　　　高山市花岡町エルオービル２階

相

　
　談

行政書士が相続・遺言手続きから各
種許認可や権利義務関係手続などの
相談を受け付けます。
お気軽にご相談ください。

高山公証役場では、遺言や土地建物
賃貸借等の大切な契約の手続などの
休日相談所を開きます。
お気軽にご相談ください。

行政書士による無料相談
相

　
　談

高山公証役場による
休日相談

岐阜県行政書士会
058-263-6580

相

　
　談

９月10日～９月16日は、自殺予防週
間です。つらいこと、苦しいこと話して
みませんか。

こころの健康相談

0570-064-556高山公証役場 0577-32-4148

岐阜県若者サポートステーション
　 058-216-0125

・予約先

相

　
　談

岐阜県若者サポートステーションでは、
若者の就労に向けた相談会を行ってい
ます。（予約制）
お気軽にお問い合わせください。

若者を対象とした就労相談

相

　
　談

身体の不自由な方を対象としたパソコ
ン相談会です。

　文章入力などの基本的な指導や、
視覚や肢体の障がいに応じた入力支
援機器の相談を受け付けます。
　お気軽にご利用ください。
　また、外出が困難な重度障がいの
方は訪問で対応できる場合がありま
すので、お問い合わせください。

■ハートピア古川
　９月14日(水)、10月12日（水）
　13：00～15：00

■神岡町ふれあいセンター
　９月13日(火)、10月18日（火）
　13：00～15：00（受付は14：00まで）

■相談内容
・就労全般（就職活動の仕方や就労準備など）

・適職検査（どんな仕事が自分に向いているか）

・応募書類（履歴書等の書き方）

・面接対策（立居振舞や想定問答）

■日時　９月７日（水）・21日（水）
　　　　10：00～16：00　
■場所　古川町公民館（総合会館）
※対象者は15歳～39歳の無職状態の若者と
　その家族
※面談は１組50分。無料、要予約
※出張相談もします。ご相談ください

障がいのある方を対象
としたパソコン相談会

福祉メディアステーション飛騨ブランチ
0577-34-1316

http://hida.f-media.jp/

●こころの健康相談統一ダイヤル


